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1.はじめに

RRR工法は ReinforcedRailroad lith Rigid Facing lethodの略語であり、 (財)鉄

道総合技術研究所によって開発された補強土工法で、補強盛土工法と既設盛土のり面急勾配

化工法の二つの工法で構成されている。この工法は曲げ剛性を有する一体の壁面工と補強材

(面状補強材あるいは棒状補強材)を用いて急勾配の盛土のり面を構築する工法であり、狭

い用地での施工が可能で壁画工を併用することによって盛土の安定性が高く変形性が小さい

などの特徴を有する。

本報告文は西武池袋線の桜台~石神井公園聞の連続立体交差事業のうち、練馬~桜台聞の

一部でアプローチ部分に採用した補強盛土工法による鉄道用盛土の施工事例である。

2_面状補強材

本工事に採用した面状補強材(ジオグ

リッド)は、ビニロンを主材とした高合

成繊維で高い耐アルカリ性を有し、長期

に亘って物性低下が極めて小さく現場作

業性に優れた材料である。形状・強度特

性は図-1、表-1に示す通りであるが、

本工事では KJV-3022を標準として橋台

下部・電柱周囲は KJV-6020を使用した。
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図-1 ジオグリッド (K]v-3022)

項目 一一一一一一一一品番 KJV-3022 KJV-6020 試験方法

基 布 素 材ー 高強力ビニロン糸 高強力ビニロン糸

幅 (mm) 2，000 2，000 

重 量 (g/m2) 200 320 JIS L 1096 
引張強力 タァ 3.0 6.0 JIS L 1096 
(T-f/m) ヨコ 3.0 6.0 (ベルトチャック)

f申 度 タァ 15 15 JIS L 1096 

(%) (以下) ヨコ 15 15 (ベルトチャック)

目 ~ タァ 20 20 空間部

(mm) (土 4) Lヨコ 20 20 寸法平均値

表-1 ジオグリッドの特性
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